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「どんなに遅くまでがんばっても、

給料はぜんぜん上がらない」。県独自

給与カットの継続、勤務成績によるボー

ナスの差別支給など、私たちの給与を

めぐって職場には不満がうずまいてい

ます。

また、圧倒的多数の「少人数学級」

を求める声に反して「香川型教育」に

こだわる県教委は、全国に先がけて、

子どもたちと直接ふれあうことのない

「副校長」や「主幹教諭」などの「新

たな職」を導入し、さらなる管理強化

をすすめようとしています。

香教組は１９４７年の結成以来、

一貫して現場で苦労する教職員の立場

で運動をすすめ、昨年６０周年を迎え

ました。たいへんな時代だからこそ、

教職員が力を合わせ、声をあげること

が大切です。新年度を機に、あなたも

香教組に入りませんか。

結成60年記念誌「香教組60年のあゆみ」（上）
県独自給与カット継続提案の撤回を求める県教委交渉（右）

加入用紙はホームページからも
ダウンロードできます！
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